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平成１５年３月１１日に建築物防災講演会を開催します。
平成１５年春の建築物防災週間の取り組み
の一環として、建築士、特殊建築物等調査資
、 、 、格者 特殊建築物管理者 応急危険度判定士

県及び市町村の防災・建築関係職員、特殊建
築物の所有者の方々などを対象に建築物防災
講演会を開催します。
日時 平成１５年３月１１日（火）

１４：００～１６：００
場所 ｱｽﾄﾎｰﾙ（津駅東側 ｱｽﾄ津４階）
講師 福和 伸夫（名古屋大学大学院環境学

研究科都市環境学専攻教授）
東海地震・東南海地震と建築防災テーマ

東海地震・東南海地震についての最新情報と
建築物の耐震化について講演をしていただきま
。 、 、 、す 入場無料 申し込みも不要ですので 是非

ご参加ください。

平成１４年春の建築物防災週間には次の講演会を開催しました。
平成１４年３月１日（金）午後２時からアス
トホールにおいて、東京大学大学院工学系研究
科教授で国の中央防災会議「東海地震に関する
専門調査会」の委員でもある坂本功氏を招き、
「東海地震と木造住宅」をテーマに講演会を開
催しました。
講演では、東海地震の想定震源域の見直しに
より従来より西寄りとなったことをはじめ、阪
神・淡路大震災地震で被災した木造住宅の状況
をスライドを用い説明していただきました。
講演の主な内容としましては、
・内陸直下型地震とプレート境界型地震につい
て
・ わが家の耐震診断と補強方法」が阪神・淡路「
大震災で脚光を浴びたこと。

・在来軸組工法の耐力壁（筋かい）と金物の重
要性。
・地震による液状化の発生。

。・日本の木造建築物の構造方法の歴史について
、 、・いつ起きてもおかしくない東海地震 東南海

南海地震への備えが必要であること。
などについてご講演いただきました。

本県の建築物耐震化の支援について
県としましては、住民のみなさんがご自分で耐震化に取り組んでいただくことが重要と考えており

情報共有 専門家の方々との協働による働きかけ(住ますので パンフレット・ホームページ等による、 、
まいの語り部等)等を行っています。
、 、 、また 耐震診断は 住宅・建築物の所有者が実際に耐震化を進めていくきっかけとなることから

これを支援して、民間建築物の耐震化を加速させたいと考えています。
平成１５年度には次の支援策を予定しています。
・木造住宅耐震診断支援戸数(本人負担なし) ９，１００戸（総数見込み４年間で約４万戸）
・木造住宅でない建築物耐震診断支援棟数 ２５棟（ 〃 約 棟）500

http://www.sumai-mie.jp/21/なお、県の耐震化についての情報は、ホームページ「 住まい三重」で。e-

判定士の連絡先に変更がある方へ
、 「 」応急危険度判定士の登録連絡先に変更のある方は 同封の 三重県応急危険度判定士連絡先変更届

により、必要事項を記入の上、郵送、ＦＡＸまたは電子メールで必ず届け出をしてください。連絡先
が正確に登録されていないと、緊急時に応急危険度判定体制を迅速に整えることができませんので、
ご協力をお願いします。
なお、この変更届の様式は常時、ホームページ（アドレス ）に掲載していhttp://www.sumai-mie.jp
ますので、変更が生じた場合は、随時届け出を行っていただきますようお願いします。

全国被災建築物応急危険度判定協議会発行の

「被災建築物応急危険度判定OQ通信」第５号を同封します。


